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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
バ
カ
と
Ｉ
Ｓ
と
ガ
ン
ナ
ー
と
召
喚
獣

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
２
６
７
Ｙ

【
作
者
名
】

　
直
井
刹
那

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
の
小
説
は
『
バ
カ
と
テ
ス
ト
と
召
喚
獣
』
の
二
次
創
作
で
す
。

オ
リ
主
が
幼
馴
染
の
明
久
や

Ｆ
ク
ラ
ス
メ
ン
バ
ー
の
秀
吉
、
雄
二
、
ム
ッ
リ
ー
ニ
等
や

Ａ
ク
ラ
ス
か
ら
翔
子
や
優
子
、
愛
子
た
ち
の
メ
ン
バ
ー
と

Ｉ
Ｓ
か
ら
一
夏
や
箒
、
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
、
鈴
、
セ
シ
リ
ア
、
ラ
ウ
ラ
た
ち

Ｉ
Ｓ
操
縦
者
も
加
入
し
て
楽
し
く
可
笑
し
く
毎
日
を
過
ご
し
て
い
く
物
語
で
す
。

明
久
×
瑞
樹
・
明
久
×
美
波
じ
ゃ
な
き
ゃ
ダ
メ
だ
、

と
い
う
人
は
バ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
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そ
し
て
あ
ま
り
姫
路
と
島
田
の
出
番
が
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す
ｍ
（
＿
 

＿
）
ｍ
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前
置
き

こ
の
小
説
は
『
バ
カ
と
テ
ス
ト
と
召
喚
獣
』
の
二
次
創
作
で
す
。

オ
リ
主
が
幼
馴
染
の
明
久
や
Ｆ
ク
ラ
ス
メ
ン
バ
ー
の
秀
吉
、
雄
二
、
ム
ッ
リ
ー

ニ
等
や

Ａ
ク
ラ
ス
か
ら
翔
子
や
優
子
、
愛
子
た
ち
の
メ
ン
バ
ー
と

Ｉ
Ｓ
か
ら
一
夏
や
箒
、
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
、
鈴
、
セ
シ
リ
ア
、
ラ
ウ
ラ
た
ち
Ｉ
Ｓ

操
縦
者
も
加
入
し
て

楽
し
く
可
笑
し
く
毎
日
を
過
ご
し
て
い
く
物
語
で
す
。

明
久
×
瑞
樹
・
明
久
×
美
波
じ
ゃ
な
き
ゃ
ダ
メ
だ
、
と
い
う
人
は
バ
ッ
ク
し
て

く
だ
さ
い
。

そ
し
て
あ
ま
り
姫
路
と
島
田
の
出
番
が
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す
ｍ
（
＿
 

＿
）
ｍ
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設
定

設
定
・
変
更
点

・
文
月
学
園
は
世
界
に
１
校
し
か
な
い
科
学
と
オ
カ
ル
ト
が
融
合
し
た
学
園
。

・
オ
リ
主
が
明
久
た
ち
バ
カ
テ
ス
メ
ン
バ
ー
や
Ｉ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
と

　
学
園
生
活
を
面
白
お
か
し
く
過
ご
し
て
い
き
ま
す

・
明
久
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
観
察
処
分
者
で
す
。

・
Ｉ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー
は
召
喚
獣
が
Ｉ
Ｓ
の
装
備
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
明
久
は
姫
路
に
恋
心
を
抱
い
て
い
な
い
。

・
明
久
は
健
康
的
な
食
生
活
を
し
て
い
る
。
　

ま
た
書
い
て
い
る
う
ち
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
良
い
方
は
呼
ん
で
頂
け
る
と
嬉
し
い
で
す

～
　
召
喚
戦
争
の
ル
ー
ル
　
～

１
、
原
則
と
し
て
ク
ラ
ス
対
抗
戦
と
す
る
。
各
科
目
担
当
教
師
の
立
会
い
に
よ
り

　
　
試
験
召
喚
シ
ス
テ
ム
が
起
動
し
召
喚
が
可
能
と
な
る
。

　
　
な
お
、
総
合
科
目
勝
負
は
学
年
主
任
の
立
会
い
の
も
と
で
の
み
可
能
。

　
　
２
年
学
年
主
任
：
高
橋
洋
子

　
　
※
西
村
 

宗
一
に
関
し
て
は
全
教
科
、
総
合
科
目
で
の
勝
負
の
立
会
い
を

可
能
と
す
る
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２
、
召
喚
獣
は
各
人
１
体
の
み
所
有
。

　
　
こ
の
召
喚
獣
は
該
当
科
目
に
お
い
て
最
も
近
い
時
期
に
受
け
た
テ
ス
ト
の

　
　
点
数
に
比
例
し
た
力
を
持
つ
。

　
　
総
合
科
目
に
つ
い
て
は
各
教
科
最
新
の
点
数
の
和
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

３
、
召
喚
獣
が
消
耗
す
る
と
そ
の
割
合
に
応
じ
て
点
数
も
減
算
さ
れ
、
戦
死
に

至
る
と
０
点
と
な
り
、

　
　
そ
の
戦
争
を
行
っ
て
い
る
間
は
補
習
室
に
て
補
習
を
受
講
す
る
義
務
を
負

う
。

４
、
召
喚
獣
は
と
ど
め
を
刺
さ
れ
て
戦
死
し
な
い
限
り
は
、

　
　
テ
ス
ト
を
受
け
な
お
し
て
点
数
を
補
充
す
る
こ
と
で
何
度
で
も
回
復
可
能

で
あ
る
。

５
、
相
手
が
召
喚
獣
を
喚
び
出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
召
喚
を
行
わ
な
か
っ
た

場
合
は

　
　
戦
闘
放
棄
と
み
た
し
、
戦
死
者
同
様
に
補
習
室
に
て
戦
争
終
了
ま
で
補
習

を
受
け
る
。

６
、
召
喚
可
能
範
囲
は
、
担
当
教
師
の
半
径
１
０
ｍ
程
度
（
個
人
差
あ
り
）
。

７
、
戦
闘
は
召
喚
獣
同
士
で
行
う
こ
と
。

　
　
召
喚
者
自
身
の
戦
闘
行
為
は
反
則
行
為
と
し
て
処
罰
の
対
象
と
な
る
。
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８
、
戦
争
の
勝
敗
は
、
ク
ラ
ス
代
表
の
敗
北
を
も
っ
て
の
み
決
定
さ
れ
る
。

　
　
こ
の
勝
敗
に
対
し
、
教
師
が
認
め
た
勝
負
で
あ
る
限
り
、
経
緯
や
手
段
は

不
問
と
す
る
。

　
　
あ
く
ま
で
も
テ
ス
ト
の
点
数
を
用
い
た
『
戦
争
』
で
あ
る
と
い
う
点
を
常

に
意
識
す
る
こ
と
。

９
、
ク
ラ
ス
間
同
士
で
の
同
盟
な
ど
自
由
で
戦
争
も
有
。

　
　
例
）
元
が
Ｆ
ク
ラ
ス
Ｖ
Ｓ
Ｂ
ク
ラ
ス
で
あ
っ
て

　
　
　
　
途
中
で
Ｂ
ク
ラ
ス
が
Ｃ
ク
ラ
ス
に
同
盟
組
ん
だ
場
合
、

　
　
　
　
Ｆ
ク
ラ
ス
Ｖ
Ｓ
Ｂ
ク
ラ
ス
＆
Ｃ
ク
ラ
ス
が
可
能
と
な
る
。

　
　
※
た
だ
し
、
こ
の
場
合
も
し
Ｂ
ク
ラ
ス
の
代
表
が
討
た
れ
た
場
合
Ｃ
ク
ラ

ス
も
負
け
と
な
る
。

　
　
　
よ
っ
て
Ｆ
ク
ラ
ス
は
Ｂ
又
は
Ｃ
ク
ラ
ス
好
き
な
ほ
う
の
設
備
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
、

　
　
　
Ｂ
・
Ｃ
ク
ラ
ス
は
Ｆ
ク
ラ
ス
設
備
と
な
る
。

～
　
試
験
科
目
に
つ
い
て
　
～

　
【
　
科
目
　
】

　
・
現
代
国
語
　
　
　
　
・
数
学
　
　
　
　
・
保
健
体
育
　
　

　
・
古
典
　
　
　
　
　
　
・
化
学
　
　
　
　
・
英
語

　
・
世
界
史
　
　
　
　
　
・
物
理
　
　
　
　
・
現
代
社
会
　
　
　

　
・
日
本
史

　
　
以
上
、
計
１
０
科
目
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

総
合
科
目
は
上
記
の
全
て
の
点
数
の
和
と
し
、

召
喚
獣
の
腕
輪
は
各
教
科
４
０
０
点
以
上
の
時
に
装
備
さ
れ
る
。

総
合
科
目
で
は
４
０
０
０
点
の
時
装
備
さ
れ
る
。

各
ク
ラ
ス
の
総
合
科
目
の
点
数
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・
Ｆ
ク
ラ
ス
　
　
１
０
０
０
点
以
下

　
・
Ｅ
ク
ラ
ス
　
　
１
０
０
０
～
１
３
０
０
点

　
・
Ｄ
ク
ラ
ス
　
　
１
３
０
０
～
１
６
０
０
点

　
・
Ｃ
ク
ラ
ス
　
　
１
６
０
０
～
１
９
０
０
点

　
・
Ｂ
ク
ラ
ス
　
　
１
９
０
０
～
２
２
０
０
点

　
・
Ａ
ク
ラ
ス
　
　
２
２
０
０
点
以
上

こ
ん
な
感
じ
に
考
え
て
ま
す
。

た
だ
し
、
Ａ
～
Ｅ
ク
ラ
ス
は
定
員
５
０
名
と
な
っ
て
い
る
の
で

Ｅ
ク
ラ
ス
並
の
点
数
で
も
Ｆ
ク
ラ
ス
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
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設
定
（
後
書
き
）

調
子
に
乗
っ
て
投
稿
し
ま
し
た
。

今
回
は
長
続
き
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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オ
リ
キ
ャ
ラ
紹
介

風
間
拓
斗

か
ざ
ま
た
く
と

　
　
・
身
長
：
１
７
８
ｃ
ｍ

　
　
・
誕
生
日
：
７
月
７
日

　
　
・
一
人
称
：
俺

　
　
・
あ
だ
名
：
タ
ク
ト
、
拓
斗

　
　
・
趣
味
：
ゲ
ー
ム
や
漫
画
（
軽
い
オ
タ
ク
）
↑
明
久
の
影
響

 
 
 
 

・
好
き
な
こ
と
（
も
の
）
：
友
達
（
特
に
明
久
）
、
食
べ
物
（
特
に

お
菓
子
）
、
明
久
の
料
理

　
　
・
嫌
い
な
こ
と
（
も
の
）
：
友
達
を
傷
つ
け
る
ヤ
ツ
、
姫
路
の
料
理

ト
ラ
ウ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
久
を
バ
カ
に
す
る
ヤ
ツ

　
　
・
特
技
：
射
撃

　
　

　
特
筆
事
項

　
　
・
一
応
本
作
の
主
人
公
。

　
　
・
見
た
目
は
ス
タ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ツ
ナ
シ
タ
ク
ト
で
髪
の
色
が
黒
で
あ

る
。

　
　
・
明
久
や
姫
路
と
は
小
学
校
か
ら
の
付
き
合
い
。

　
　
・
小
学
生
の
頃
は
い
じ
め
ら
れ
っ
こ
だ
っ
た
が
明
久
に
助
け
れ
た
こ
と
が

あ
る
。

　
　
　
そ
れ
以
降
明
久
と
仲
良
く
な
っ
た
。
そ
の
時
今
度
は
明
久
を
助
け
た
い

と
思
い
体
を
鍛
え
て
い
る
。

　
　
　
ま
た
、
姫
路
の
殺
人
料
理
の
１
番
最
初
の
被
害
者
。

　
　
　
た
ま
た
ま
小
学
校
の
調
理
実
習
の
時
同
じ
班
だ
っ
た
の
で
食
べ
た
事
が

あ
る
。

　
　
・
家
族
構
成
は
父
親
・
母
親
・
祖
父
・
兄
が
い
る
。

　
　
　
父
は
探
検
家
で
現
在
は
母
と
共
に
海
外
に
て
冒
険
中
。

　
　
　
ま
た
祖
父
は
世
界
で
知
ら
な
い
も
の
は
い
な
い
と
い
わ
れ
る



10

　
　
　
大
企
業
の
社
長
で
あ
る
。
な
の
で
よ
く
お
小
遣
い
や
お
菓
子
が
届
け
ら

れ
る
。

　
　
　
兄
は
祖
父
の
と
こ
ろ
で
働
い
て
い
る
。
次
期
社
長
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　

　
　
・
家
は
明
久
の
家
（
部
屋
）
の
隣
の
家
。

　
　
　
本
人
が
料
理
で
き
な
い
の
で
明
久
と
一
緒
に
食
事
を
し
て
い
る
。

　
　
・
体
を
鍛
え
た
の
で
雄
二
以
上
武
力
を
も
つ
。

　
　
　
ま
た
銃
の
扱
い
が
ピ
カ
一
で
常
に
改
造
エ
ア
ガ
ン
を
２
丁
仕
込
ん
で
い

る
。

　
　
　
改
造
エ
ア
ガ
ン
の
威
力
は
普
通
の
エ
ア
ガ
ン
と
比
べ
る
と
威
力
が
全
然

違
う
。

　
　
・
成
績
も
翔
子
に
は
少
し
劣
る
が
学
年
次
席
の
成
績
を
も
ち
文
武
両
道
で

あ
る
。

　
　
・
時
々
ま
じ
め
だ
が
時
々
フ
リ
ー
ダ
ム
な
男

　
　
・
鞄
の
中
に
は
お
菓
子
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る
。
休
み
時
間
な
ど
に
よ

く
食
べ
て
い
る
。

　
　
・
空
腹
状
態
が
長
く
続
き
と
暴
走
す
る
事
が
あ
る
。

　
　
・
文
月
学
園
で
は
１
年
の
時
は
明
久
た
ち
と
は
違
う
ク
ラ
ス
で
翔
子
や
優

子
と
同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。

 
 
 
 

・
観
察
処
分
者
で
あ
る
。

　
　
　
振
り
分
け
試
験
の
時
明
久
が
倒
れ
た
姫
路
を
つ
れ
て
退
出
し
た
時
に
、
　

　
　
　
教
師
の
１
人
が
明
久
の
事
を
バ
カ
に
し
た
の
で
仕
込
ん
で
い
た
エ
ア
ガ

ン
で

　
　
　
そ
の
教
師
を
ブ
ッ
飛
ば
し
た
か
ら
。

　
　
　
他
に
も
理
由
が
あ
り
、
時
々
早
退
し
て

　
　
　
ア
ニ
フ
ェ
ス
や
ケ
ー
キ
バ
イ
キ
ン
グ
な
ど
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
た
め
。

　
　

　
＜
　
召
喚
獣
　
＞

　
　
●
防
具
：
ガ
ン
ダ
ム
０
０
の
ケ
ル
デ
ィ
ム
ガ
ン
ダ
ム
Ｇ
Ｎ
Ｈ
Ｗ
／
Ｒ
。

　
　
●
武
器
　
・
ス
ナ
イ
パ
ー
ラ
イ
フ
ル
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銃
身
を
折
り
た
た
む
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
回
し
と
連
射
性
能
に
優
れ
た
３
連
バ
ル
カ
ン
モ
ー
ド

に
変
形
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
不
使
用
時
は
右
肩
に
折
り
た
た
ま
れ
た
状
態
で
マ
ウ
ン
ト

さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
・
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
左
右
の
背
部
に
１
挺
ず
つ
懸
架
さ
れ
た
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
　
接
近
戦
用
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
施
し
た
銃
剣
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
敵
の
攻
撃
を
受
け
止
め
る
こ

と
が
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
グ
リ
ッ
プ
を
垂
直
に
立
て
て
手
斧
の
よ
う
に
使
う
こ
と
も

で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
・
ミ
サ
イ
ル
ポ
ッ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
腰
部
フ
ロ
ン
ト
ア
ー
マ
ー
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
ミ
サ
イ
ル

ポ
ッ
ド
。

　
　
　
　
　
　
　
　
２
連
装
の
ポ
ッ
ド
を
左
右
各
２
基
ず
つ
の
４
基
、

　
　
　
　
　
　
　
　
合
計
８
発
の
ミ
サ
イ
ル
を
内
蔵
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
・
シ
ー
ル
ド
ビ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
遠
隔
操
作
が
可
能
な
シ
ー
ル
ド
。

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ー
ル
ド
を
自
在
に
分
散
、
密
集
さ
せ
る
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
多
方
向
か
ら
の
攻
撃
に
対
応
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
左
肩
に
２
基
、
両
膝
に
２
基
、
背
中
に
７
基
の
計
１
１
基

が
装
備
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
各
ビ
ッ
ト
に
ビ
ー
ム
砲
が
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
４
基
を
格
子
状
に
配
置
し
た
「
ア
サ
ル
ト
モ
ー
ド
」
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
強
力
な
ビ
ー
ム
を
発
射
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
・
ラ
イ
フ
ル
ビ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ー
ル
ド
ビ
ッ
ト
よ
り
も
大
型
の
遠
隔
誘
導
兵
器
。

　
　
　
　
　
　
　
　
右
肩
に
２
基
、
太
陽
炉
に
４
基
の
計
６
基
を
装
備
す
る
。
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１
基
で
ス
ナ
イ
パ
ー
ラ
イ
フ
ル
と
同
等
の
威
力
と
射
的
距

離
を
持
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
右
肩
の
２
基
は
固
定
砲
塔
と
し
て
も
機
能
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ー
ル
ド
ビ
ッ
ト
と
同
様
に
、
盾
と
し
て
も
使
用
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
召
喚
時
に
任
意
で
装
着
可
能
。

　
　
●
腕
輪
の
能
力

 
 
 
 
 
 
 

『
ト
ラ
ン
ザ
ム
』

　
　
　
　
　
・
召
喚
獣
の
能
力
が
３
０
分
間
大
幅
に
Ｕ
Ｐ
す
る
。

　
　
　
　
　
　
３
０
分
経
過
す
る
と
効
果
が
自
動
的
に
き
れ
、

　
　
　
　
　
　
能
力
が
１
０
分
間
元
の
１
／
２
落
ち
る
（
点
数
も
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
使
用
時
は
召
喚
獣
の
体
や
装
備
の
色
が
赤
く
染
ま

る
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
～
振
り
分
け
試
験
当
日
～

『
試
験
召
喚
シ
ス
テ
ム
』
ー
ー

科
学
と
オ
カ
ル
ト
の
偶
然
に
よ
り
完
成
さ
れ
た
そ
れ
は

テ
ス
ト
の
点
数
に
応
じ
た
『
召
喚
獣
』
を
呼
び
出
し
戦
う
こ
と
の
で
き
る

最
先
端
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
世
界
で
も
こ
の
学
園
で
し
か
ま
だ
確
認
で

き
て
い
な
い
。

そ
の
召
喚
獣
を
用
い
た
ク
ラ
ス
単
位
の
戦
争
ー
ー

そ
れ
が
『
試
召
戦
争
』
ー
ー
試
験
召
喚
戦
争
で
あ
る
。

試
験
に
よ
り
ク
ラ
ス
が
Ａ
ク
ラ
ス
～
Ｆ
ク
ラ
ス
に
ま
で
振
り
分
け
ら
れ
る
。

振
り
分
け
基
準
は
勿
論
テ
ス
ト
の
点
数
で
あ
る
。

頭
が
良
け
れ
ば
Ａ
ク
ラ
ス
，
そ
こ
か
ら
Ｂ
，
Ｃ
，
Ｄ
，
Ｅ
と
下
が
っ
て
い
き
、

最
も
頭
が
悪
け
れ
ば
Ｆ
ク
ラ
ス
と
な
る
。

更
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
運
営
さ
れ
て
い
る
、

こ
の
『
文
月
学
園
』
で
は
、
テ
ス
ト
の
上
限
が
な
く
、
ク
ラ
ス
毎
に
設
備
が
変

わ
る
。

Ａ
ク
ラ
ス
で
は
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
個
人
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
リ
ク
ラ
イ

ニ
ン
グ
シ
ー
ト
な
ど
の

設
備
が
整
っ
て
お
り
、
全
て
学
園
側
か
ら
支
給
さ
れ
る
。

一
方
Ｆ
ク
ラ
ス
は
と
い
う
と
、
机
は
卓
袱
台
、
椅
子
は
座
布
団
、
チ
ョ
ー
ク
す
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ら
用
意
さ
れ
て
い
な
く
、

蜘
蛛
の
巣
が
は
っ
て
い
て
、
カ
ビ
臭
い
。

し
か
し
そ
ん
な
設
備
も
『
試
験
召
喚
戦
争
』
に
よ
り
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

下
位
の
ク
ラ
ス
は
上
位
の
ク
ラ
ス
に
勝
て
ば
施
設
を
交
換
で
き
る
。

逆
に
負
け
た
場
合
は
施
設
が
一
段
階
悪
く
な
る
。

今
日
は
そ
ん
な
学
園
の
ク
ラ
ス
分
け
テ
ス
ト
の
日
…
…

俺
は
試
験
を
受
け
て
い
た

教
師
「
そ
れ
で
は
ク
ラ
ス
振
り
分
け
試
験
始
め
！
！
」

教
師
の
合
図
で
全
員
が
テ
ス
ト
を
め
く
る
。

明
久
「
（
難
し
い
と
噂
の
試
験
だ
け
ど
こ
の
程
度
な
ら
１
０
問
に
３
問
程
度
な

ら
解
け
る
！
！
）
」

こ
こ
に
、
試
験
に
取
り
組
む
少
年
が
い
た
。
彼
は
吉
井
明
久
と
い
う
。

明
久
は
俺
と
小
学
校
か
ら
の
親
友
で
あ
る
。

『
ガ
タ
ン
ッ
！
！
』

突
然
明
久
の
近
く
で
誰
か
が
倒
れ
た
。

明
久
「
ひ
、
姫
路
さ
ん
！
？
」

明
久
は
席
を
立
ち
、
姫
路
に
駆
け
寄
る
。
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教
師
Ａ
「
吉
井
！
！
試
験
中
だ
ぞ
、
席
に
つ
け
ッ
！
！
」

明
久
「
で
も
、
姫
路
さ
ん
が
…
」

教
師
Ａ
「
姫
路
、
…
体
調
が
悪
い
な
ら
保
健
室
に
行
く
か
？

　
　
　
　
た
だ
し
試
験
中
の
退
室
は
『
無
得
点
』
扱
い
と
な
る
が
そ
れ
で
い
い

か
ね
？
」

明
久
「
ち
ょ
っ
！
！
具
合
が
悪
く
て
退
席
す
る
だ
け
で
そ
れ
は
酷
い
じ
ゃ
な
い

で
す
か
っ
！
！
」

姫
路
「
…
…
た
、
退
席
し
ま
す
…
」

教
師
Ａ
「
で
は
姫
路
、
お
前
は
無
得
点
だ
」

姫
路
「
…
…
は
い
…
」

明
久
の
必
死
の
抗
議
も
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
ず
、
結
局
姫
路
は
無
得
点
扱
い
に
。

ち
ょ
っ
と
理
不
尽
す
ぎ
や
し
な
い
か
？
こ
ん
な
事
で
無
得
点
な
ん
て
。

姫
路
「
失
礼
…
…
…
し
ま
…
…
…
…
あ
…
！
」

明
久
「
っ
！
姫
路
さ
ん
っ
！
」

フ
ラ
フ
ラ
し
な
が
ら
教
室
を
出
よ
う
と
す
る
姫
路
さ
ん
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、

咄
嗟
に
明
久
が
支
え
る
。

明
久
「
姫
路
さ
ん
掴
ま
っ
て
。
僕
が
保
健
室
ま
で
付
き
添
う
か
ら
」
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姫
路
「
よ
…
吉
井
く
ん
…
、
で
も
…
」

教
師
Ａ
「
吉
井
、
何
を
し
て
い
る
！
早
く
席
に
戻
れ
！
！
」

明
久
「
こ
ん
な
状
態
の
姫
路
さ
ん
を
放
っ
て
お
く
事
な
ん
て
出
来
ま
せ
ん
！
」

教
師
Ａ
「
貴
様
も
無
得
点
扱
い
に
す
る
ぞ
！
？
」

明
久
「
ご
自
由
に
。
姫
路
さ
ん
、
行
こ
う
」

教
師
Ａ
「
待
て
、
吉
井
！
！
」

『
ピ
シ
ャ
ッ
！
』

先
生
の
言
葉
を
気
に
も
止
め
ず
に
、
明
久
は
姫
路
さ
ん
を
連
れ
て
教
室
か
ら
出

て
い
っ
た
。

…
…
そ
う
だ
よ
な
、
明
久
は
そ
ん
な
ヤ
ツ
だ
か
ら
な
。

自
分
が
大
事
だ
け
ど
そ
れ
以
上
に
周
り
の
人
を
大
事
に
す
る
人
…
。

そ
ん
な
明
久
だ
か
ら
、
俺
は
ア
イ
ツ
の
親
友
で
い
ら
れ
る
ん
だ
…
…
。

（
さ
て
、
そ
し
た
ら
俺
は
ど
ー
す
る
か
な
ぁ
…
）

正
直
ク
ラ
ス
な
ん
て
ど
こ
で
も
い
い
し
な
。

明
久
と
同
じ
ク
ラ
ス
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
い
い
し
。

い
っ
そ
名
前
無
記
入
で
出
す
か
な
か
な
ぁ
…
。

―
―
―
と
、
そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
た
ら
…
。
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教
師
Ａ
「
チ
ッ
、
ク
ズ
が
…
…
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
あ
？

気
の
せ
い
だ
ろ
う
か
…
。
こ
の
教
師
、
今
小
声
で
許
し
が
た
い
言
葉
を
ほ
ざ
い

た
様
な
…
。

教
師
Ａ
「
ま
っ
た
く
、
バ
カ
の
考
え
る
事
は
よ
く
わ
か
ら
ん
」

…
…
…
…
…
…
。

ガ
タ
ッ
！

教
師
Ａ
「
ん
？
何
だ
風
間
、
お
前
も
無
得
点
に
さ
れ
た
い
の
か
！
？
」

何
か
言
っ
て
る
み
た
い
だ
け
ど
全
然
聞
こ
え
な
い
。

今
、
俺
に
は
テ
ス
ト
よ
り
も
大
事
な
事
し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
。

何
か
っ
て
？
そ
れ
は
―
―
―
。

『
ツ
カ
ツ
カ
』

教
師
Ａ
「
な
…
、
何
だ
！
？
」

「
（
ニ
コ
ッ
）
」
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カ
チ
ャ

『
バ
ン
ッ
！
！
』

教
師
Ａ
「
ぐ
ぼ
ぉ
っ
！
？
」

俺
は
懐
か
ら
隠
し
持
っ
て
い
た
改
造
エ
ア
ガ
ン
を
取
り
出
し
教
師
の
腹
を
ゼ
ロ

距
離
で
撃
っ
た
。

そ
の
後
教
師
の
顔
を
１
発
殴
り
、

拓
斗
「
す
い
ま
せ
ん
。
気
分
悪
い
ん
で
早
退
し
ま
す
」

悶
絶
し
て
る
教
師
と
唖
然
と
し
て
る
他
の
生
徒
に
一
瞥
も
く
れ
ず
、

俺
は
拳
を
振
り
な
が
ら
教
室
か
ら
出
て
い
っ
た
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
～
始
業
式
～

俺
達
が
文
月
学
園
に
入
学
し
て
か
ら
２
度
目
の
春
が
訪
れ
た
。

校
舎
へ
と
続
く
坂
道
の
両
脇
に
は
新
入
生
を
迎
え
る
為
の
桜
が
咲
き
誇
っ
て
い

る
。

別
に
花
を
愛
で
る
ほ
ど
雅
な
人
間
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
そ
の
眺
め
に
は
一
瞬
目
を

奪
わ
れ
る

は
ず
だ
っ
た
│
│
│

明
久
「
遅
刻
だ
ぁ
ー
ー
ー
っ
！
！
」

│
│
そ
れ
は
、
俺
達
は
初
日
の
始
業
式
か
ら
、
い
き
な
り
遅
刻
し
そ
う
に
な
っ

て
る
か
ら
だ
。

何
故
こ
ん
な
事
に
な
っ
た
か
と
い
う
と

拓
斗
「
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
か
ら
明
久
を
起
こ
し
て
に
行
く
か
」

俺
、
風
間
拓
斗
は
吉
井
家
と
は
昔
か
ら
仲
が
良
く
食
事
は
明
久
に
作
っ
て
も
ら

っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
家
は
隣
。

今
日
は
文
月
学
園
２
度
目
の
始
業
式
の
日
で
あ
る
。

拓
斗
「
明
久
朝
だ
ぞ
！
起
き
ろ
ぉ
ー
ー
ー
！
！
！
」
」

明
久
が
い
つ
も
の
よ
う
に
起
こ
さ
れ
て
い
た
の
が
始
ま
り
だ
。
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始
業
式
当
日
の
今
日
の
朝
方
ま
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
た
ら
し
く
全
然
起
き
な
く
、

や
っ
と
起
き
た
と
思
っ
た
ら
何
故
か
昔
の
姉
の
制
服
を
着
て
お
り
、

ま
た
着
替
え
る
と
い
う
作
業
を
し
て
い
て
気
づ
い
た
ら
時
間
が
ヤ
バ
い
と
い
う

こ
と
だ
。

拓
斗
「
こ
れ
と
い
う
の
も
、
お
前
が
寝
坊
し
て
間
違
っ
て
姉
の
制
服
な
ん
か
着

る
か
ら
だ
ぞ
！
！
」

明
久
「
ご
、
ご
め
ん
。
ゲ
ー
ム
の
キ
リ
が
つ
く
な
く
て
さ
」

拓
斗
「
昨
日
あ
れ
ほ
ど
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
！

　
　
　
せ
め
て
始
業
式
の
日
ぐ
ら
い
は
遅
刻
し
た
く
な
か
っ
た
の
に
」

と
い
う
わ
け
で
俺
達
は
学
園
へ
と
続
く
坂
道
を
登
っ
て
い
る
。

坂
道
を
登
り
き
る
と

西
村
「
吉
井
、
風
間
遅
刻
だ
ぞ
」

－
－
－
ド
ス
の
き
い
た
声
に
呼
び
止
め
ら
れ
た
。

明
久
「
あ
、
鉄
じ
ー
ー
ー
西
村
先
生
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

拓
斗
「
鉄
村
先
生
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

鉄
人
「
吉
井
兄
、
今
鉄
人
っ
て
言
わ
な
か
っ
た
か
？

　
　
　
そ
れ
と
風
間
は
鉄
人
と
西
村
を
混
ぜ
た
だ
ろ
」

明
・
拓
「
「
は
は
っ
、
気
の
せ
い
で
す
よ
」
」
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鉄
人
「
ん
、
そ
う
か
？
…
…
ま
あ
い
い
。
」

あ
っ
い
い
ん
だ
。

鉄
人
「
そ
れ
よ
り
お
前
ら
普
通
に
『
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
』
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
」

明
・
拓
「
「
今
日
も
肌
が
黒
い
で
す
ね
」
」

鉄
人
「
…
…
お
前
ら
は
遅
刻
の
謝
罪
よ
り
も
俺
の
肌
の
色
の
方
が
重
要
な
の
か

？
」

明
・
拓
「
「
そ
っ
ち
で
し
た
か
。
す
み
ま
せ
ん
」
」

鉄
人
「
ま
っ
た
く
お
前
ら
は
…
…
ま
あ
い
い
。
ほ
ら
、
受
け
取
れ
」

鉄
人
が
俺
達
に
封
筒
を
差
し
出
し
て
く
る
。

宛
て
名
欄
に
は
大
き
く
僕
ら
の
名
前
が
書
い
て
あ
っ
た
。

拓
斗
「
あ
、
ク
ラ
ス
分
け
の
紙
で
す
か
。
ど
ー
も
で
す
」

明
久
「
僕
、
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
面
倒
な
や
り
方
で
ク
ラ

ス
編
成
を

　
　
　
発
表
し
て
い
る
ん
で
す
か
？
掲
示
板
と
か
で
大
き
く
張
り
出
し
ち
ゃ
え

ば
い
い
と

　
　
　
思
う
ん
で
す
け
ど
」

西
村
「
普
通
は
そ
う
す
る
だ
け
ど
な
。
ま
ぁ
、
ウ
チ
は
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ

て
い
る

　
　
　
最
先
端
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
試
験
校
だ
か
ら
な
。

　
　
　
こ
の
変
わ
っ
た
や
り
方
も
そ
の
一
環
っ
て
ワ
ケ
だ
」
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明
久
「
ふ
ー
ん
。
そ
う
い
う
も
ん
で
す
か
ね
」

西
村
「
今
回
の
事
は
他
の
先
生
方
か
ら
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
吉
井
」

明
久
「
は
い
」

西
村
「
俺
個
人
の
考
え
と
し
て
は
、
お
前
の
行
動
を
褒
め
て
や
り
た
い
。

　
　
　
出
来
れ
ば
も
う
一
度
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
や
り
た
い
。
だ
が
ル
ー
ル
は

ル
ー
ル
だ
」

明
久
「
は
い
。
大
丈
夫
で
す
、
後
悔
し
て
ま
せ
ん
か
ら
♪
」

西
村
「
そ
う
か
…
、
な
ら
い
い
」

明
久
は
微
塵
も
後
悔
し
て
い
な
い
。
真
っ
直
ぐ
な
視
線
で
鉄
村
先
生
に
そ
う
伝

え
た
。

さ
す
が
明
久
だ
な
。

西
村
「
だ
が
、
問
題
は
お
前
だ
風
間
！
」

拓
斗
「
え
ぇ
っ
！
？
俺
！
？
」

突
然
鉄
村
先
生
に
呼
ば
れ
て
我
に
帰
る
。
俺
が
何
を
し
た
と
？

西
村
「
い
く
ら
大
事
な
幼
馴
染
み
が
バ
カ
に
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

　
　
　
教
師
を
殴
り
飛
ば
す
と
は
何
事
か
！
！
」

明
久
「
え
え
っ
！
？
タ
ク
ト
そ
ん
な
事
し
た
の
！
？
」
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拓
斗
「
何
言
っ
て
る
ん
で
す
か
！
寧
ろ
２
発
で
済
ま
せ
た
事
を
褒
め
て
も
ら
い

た
い
位
で
す
！

　
　
　
本
当
だ
っ
た
ら
病
院
送
り
に
し
て
や
り
た
い
位
で
す
よ
！
？
」

西
村
「
そ
の
２
発
で
殴
ら
れ
た
先
生
は
病
院
送
り
に
な
っ
た
の
だ
が
？
」

拓
斗
「
あ
れ
お
か
し
い
な
？
手
加
減
し
た
気
が
す
る
の
に
」

ま
ぁ
あ
の
時
、
頭
に
血
が
上
っ
て
て
手
加
減
し
な
か
っ
た
か
ら
な
…
。

…
…
…
…
ス
ッ
キ
リ
し
た
事
は
黙
っ
て
お
こ
う
…
。

明
久
「
八
雲
だ
め
だ
よ
。
怪
我
な
ん
か
さ
せ
ち
ゃ
…
」

西
村
「
吉
井
の
言
う
通
り
だ
。
解
っ
た
ら
少
し
は
反
省
し
て
―
―
」

明
久
「
ば
れ
な
い
様
に
し
な
い
と
」

八
雲
「
そ
う
だ
な
。
今
度
か
ら
は
そ
う
す
る
」

西
村
「
違
う
！
と
に
か
く
っ
！
風
間
に
は
今
後
、
厳
重
な
監
視
が
必
要
だ
と

　
　
　
先
日
の
職
員
会
議
で
決
定
し
た
」

そ
う
言
い
な
が
ら
鉄
先
生
は
懐
か
ら
さ
っ
き
と
は
別
の
封
筒
を
取
り
出
し
、

俺
に
に
差
し
出
し
て
き
た
。

西
村
「
受
け
取
れ
、
こ
れ
が
お
前
に
対
す
る
罰
だ
」

拓
斗
「
何
で
す
か
コ
レ
？
」

西
村
「
見
れ
ば
分
か
る
」
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封
筒
を
上
か
ら
破
っ
て
、
中
の
紙
を
開
い
た
。

明
久
「
ち
ょ
…
、
タ
ク
ト
…
！
？
」

後
ろ
か
ら
覗
き
込
ん
で
る
明
久
が
動
揺
し
て
る
み
た
い
だ
け
ど
、

俺
は
意
外
と
す
ん
な
り
受
け
入
れ
る
事
が
出
来
た
。

ま
ぁ
予
想
は
し
て
た
し
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
だ
し
な
。

風
間
拓
斗

上
記
の
者
を
文
月
学
園
指
定
《
観
察
処
分
者
》
と
し
て
認
定
す
る
―
―
―
。

こ
う
し
て
ボ
ク
た
ち
の
二
年
目
の
高
校
生
活
が
、
幕
を
開
け
た
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
～
自
己
紹
介
～

明
久
「
…
…
な
ん
だ
ろ
う
、
こ
の
ば
か
デ
カ
い
教
室
は
、

　
　
　
こ
こ
本
当
に
教
室
？
高
級
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
し
か
見
え
な
い
ん
だ
け

ど
」

拓
斗
「
個
人
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
、
そ
の
他
も
ろ

も
ろ
豪
華
な
品
々
…

　
　
　
本
当
に
勉
強
す
る
環
境
か
？
こ
こ
は
」

明
久
「
…
教
室
の
設
備
に
色
々
と
突
っ
込
み
た
い
け
ど
、
こ
れ
以
上
の
遅
刻
は

マ
ズ
イ
し
、

　
　
　
僕
達
も
教
室
に
行
こ
う
よ
！
」

拓
斗
「
あ
ぁ
、
そ
う
だ
な
」

そ
う
し
て
僕
ら
は
Ｆ
ク
ラ
ス
に
向
か
う
。

明
久
の
言
う
通
り
、
そ
の
教
室
に
は
≪
２
－
Ｆ
≫
と
書
か
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
掛

か
っ
て
い
た
。

明
久
「
じ
ゃ
、
僕
か
ら
入
る
ね
」

拓
斗
「
了
解
」

ガ
ラ
ッ

明
久
「
ご
め
ん
な
さ
い
少
し
遅
れ
ま
し
た
♪
」
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雄
二
「
早
く
座
れ
！
！
こ
の
ウ
ジ
虫
や
ｒ
！
？
」

拓
斗
「
よ
っ
雄
二
！
今
、
何
て
言
っ
た
？
撃
つ
ぞ
」

僕
は
雄
二
に
向
け
て
エ
ア
ガ
ン
を
構
え
る
。

雄
二
「
な
！
？
拓
斗
か
…
い
、
今
の
は
言
葉
の
ア
ヤ
だ
。

　
　
　
っ
て
な
ん
で
お
前
が
Ｆ
ク
ラ
ス
に
？
お
前
な
ら
Ａ
ク
ラ
ス
入
り
確
実
だ

ろ
う
が
」

拓
斗
「
ま
ぁ
色
々
あ
っ
て
な
。

　
　
　
だ
け
ど
Ａ
ク
ラ
ス
よ
り
明
久
や
お
前
ら
と
一
緒
に
い
た
ほ
う
が
い
い
し

な
」

雄
二
「
お
前
ら
し
い
な
」

と
、
そ
の
時
。

福
原
「
え
ー
と
、
ち
ょ
っ
と
通
し
て
も
ら
え
ま
す
か
ね
？
」

不
意
に
背
後
か
ら
覇
気
の
な
い
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

そ
こ
に
は
寝
ぐ
せ
の
つ
い
た
髪
に
ヨ
レ
ヨ
レ
の
シ
ャ
ツ
を
貧
相
な
体
に
着
た
、

い
か
に
も
冴
え
な
い
風
体
の
オ
ジ
サ
ン
が
居
た
。

福
原
「
そ
れ
と
席
に
着
い
て
も
ら
え
ま
す
か
？
Ｈ
Ｒ
を
始
め
ま
す
の
で
」

拓
斗
「
り
ょ
ー
か
い
」

明
久
「
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
」
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雄
二
「
う
ー
っ
す
」

俺
た
ち
は
人
は
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
席
に
向
か
う
。

ち
な
み
に
俺
は
明
久
の
隣
で
雄
二
の
後
ろ
の
席
だ
っ
た
。

福
原
「
え
～
、
担
任
の
福
村
慎
で
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

教
壇
に
立
っ
た
福
村
先
生
は
自
己
紹
介
を
し
、

黒
板
に
名
前
を
書
こ
う
し
た
が
そ
の
手
を
止
め
た
。
理
由
は
チ
ョ
ー
ク
が
な
い

か
ら
で
あ
る
。

福
原
「
皆
さ
ん
に
卓
袱
台
と
座
布
団
は
支
給
さ
れ
て
ま
す
か
？

　
　
　
不
備
が
あ
っ
た
ら
申
し
出
て
下
さ
い
。
」

明
久
「
こ
れ
で
不
備
が
な
い
っ
て
言
う
人
に
会
っ
て
み
た
い
よ
」

拓
斗
「
そ
れ
は
俺
も
同
感
だ
な
」

そ
れ
も
そ
う
だ
ろ
う
。
机
と
椅
子
は
な
く
、
あ
る
の
は
卓
袱
台
と
座
布
団
。

さ
ら
に
天
井
に
は
ク
モ
が
巣
を
作
り
、
畳
は
痛
み
、
窓
ガ
ラ
ス
は
所
々
テ
ー
プ

が
貼
ら
れ
て
い
る
。

Ｆ
「
せ
ん
せ
ー
、
俺
の
座
布
団
綿
が
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
い
ま
せ
ん
」

福
原
「
我
慢
し
て
く
だ
さ
い
」

Ｆ
「
先
生
、
俺
の
卓
袱
台
の
脚
が
折
れ
て
ま
す
」

福
原
「
木
工
ボ
ン
ド
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
自
分
で
直
し
て
く
だ
さ
い
」
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Ｆ
「
セ
ン
セ
、
窓
が
割
れ
て
て
風
が
寒
い
ん
で
す
け
ど
」

福
原
「
わ
か
り
ま
し
た
。
後
で
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
の
支
給
を

　
　
　
申
請
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
」

そ
れ
に
関
す
る
苦
情
が
次
々
と
生
徒
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
が
先
生
は
我
慢
し
て
く

だ
さ
い
か
、

自
分
で
何
と
か
し
て
く
だ
さ
い
ぐ
ら
い
し
か
言
わ
な
い
。

福
原
「
で
は
自
己
紹
介
で
も
始
め
ま
し
ょ
う
か
。
廊
下
側
の
人
か
ら
お
願
い
し

ま
す
。
」

　
ス
ク
ッ

秀
吉
「
木
下
秀
吉
じ
ゃ
。
演
劇
部
に
所
属
し
て
お
る
。
」

そ
の
ま
る
で
男
と
は
思
え
な
い
容
姿
に
Ｆ
ク
ラ
ス
の
面
子
は
思
わ
ず
見
と
れ
た
。

だ
け
ど
秀
吉
は
男
な
ん
だ
が
な
…
…
次
は
そ
の
前
の
少
年
が
立
っ
た
。

康
太
「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
土
屋
康
太
」

次
に
自
己
紹
介
し
た
の
は
小
柄
な
体
の
少
年
ー
土
屋
康
太
だ
。

彼
は
ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
と
い
う
あ
だ
名
を
持
っ
て
い
る
が
本
名
よ
り
も

そ
っ
ち
の
方
が
知
名
度
が
高
い
。

秀
吉
と
康
太
と
は
去
年
か
ら
の
付
き
合
い
だ
。

島
田
「
島
田
美
波
で
す
。
海
外
育
ち
で
日
本
語
は
会
話
で
き
ま
す
け
ど
読
み
書

き
が
苦
手
で
す
。

　
　
　
あ
、
で
も
、
英
語
も
苦
手
で
す
。
趣
味
は
│
│
」
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ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
で
勝
ち
気
な
印
象
を
与
え
る
少
女
ー
島
田
美
波
は
一
回
区
切
り
、

島
田
「
吉
井
明
久
を
殴
る
事
で
す
☆
。
」

島
田
が
明
久
に
向
か
っ
て
手
を
振
っ
て
い
る
。

お
い
島
田
、
明
久
が
震
え
て
い
る
ぞ
。

大
丈
夫
だ
明
久
。
も
し
手
を
出
そ
う
も
の
な
ら
俺
が
処
理
す
る
。

次
々
に
自
己
紹
介
が
す
ん
で
い
き
次
は
明
久
の
番
に
な
っ
た
。

明
久
「
ー
コ
ホ
ン
。
え
ー
っ
と
吉
井
明
久
で
す
。
気
軽
に
ダ
ー
リ
ン
と
呼
ん
で

く
だ
さ
い
ね
♪
」

次
の
瞬
間
、

Ｆ
「
「
「
ダ
ァ
ァ
ー
ー
リ
ィ
ー
ー
ン
！
！
。
」
」
」

野
太
い
男
の
大
合
唱
。

明
久
「
・
・
・
・
・
・
・
・
失
礼
、
忘
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
と
に
か
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

拓
斗
「
・
・
・
・
・
・
明
久
」

明
久
「
ご
め
ん
。
ま
さ
か
あ
ん
な
反
応
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
ん
だ
よ
」

お
っ
、
次
は
僕
の
番
だ
な
。

拓
斗
「
風
間
拓
斗
だ
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
頼
む
。
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特
技
は
銃
を
扱
う
事
で
、
狙
い
撃
ち
や
早
撃
ち
が
得
意
だ
。
趣

味
は
ゲ
ー
ム
や
漫
画
。

　
　
　
そ
し
て
お
菓
子
が
大
好
き
だ
。
だ
か
ら
何
か
く
れ
る
と
嬉
し
い
。

　
　
　
あ
っ
そ
う
だ
。
先
に
言
っ
て
お
く
が
明
久
に
手
を
出
し
た
ら
│
│
」

ガ
シ
ャ

俺
は
隠
し
持
っ
て
い
た
エ
ア
ガ
ン
を
取
り
出
し
構
え
る
と

拓
斗
「
│
│
生
き
て
返
さ
な
い
か
ら
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
よ
く
覚
え
て
お
い
て
く

れ
」

Ｆ
「
「
「
「
「
・
・
・
・
・
・
・
り
ょ
、
了
解
で
す
」
」
」
」
」

Ｆ
ク
ラ
ス
の
皆
は
エ
ア
ガ
ン
を
見
て
大
人
し
く
な
っ
た
。

再
び
自
己
紹
介
が
続
い
て
い
く
。

一
夏
「
織
村
一
夏
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

へ
～
あ
ん
な
ヤ
ツ
も
俺
達
の
ク
ラ
ス
な
ん
だ
。

ど
ん
な
自
己
紹
介
す
る
ん
だ
。

一
夏
「
以
上
で
す
」

ガ
ク
ッ

そ
れ
だ
け
か
！

少
し
期
待
し
て
い
た
の
に
・
・
・
・
・
・

周
り
を
見
て
み
る
と
あ
ま
り
興
味
が
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
俺
だ
け
か
？
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箒
「
篠
ノ
之
箒
だ
。
よ
ろ
し
く
頼
む
」

ま
た
名
前
だ
け
の
自
己
紹
介
か
。

ま
ぁ
皆
そ
れ
だ
け
み
た
い
だ
か
ら
い
い
の
か
？
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
～
こ
れ
が
Ｆ
ク
ラ
ス
～

自
己
紹
介
が
進
ん
で
言
っ
て
る
と

？
「
あ
の
、
遅
れ
て
、
す
い
ま
、
せ
ん
。
」

Ｆ
「
「
「
え
？
。
」
」
」

全
員
が
そ
の
声
の
方
に
目
を
向
け
る
と
そ
こ
に
は
１
人
の
女
子
生
徒
が
い
た
。

福
原
「
ち
ょ
う
ど
好
か
っ
た
で
す
。
今
自
己
紹
介
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、

　
　
　
姫
路
さ
ん
も
お
願
い
し
ま
す
」

姫
路
「
は
、
は
い
！
　
あ
の
、
姫
路
瑞
希
と
言
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！
」

途
中
か
ら
尻
す
ぼ
み
な
自
己
紹
介
を
終
え
て
、
小
柄
な
体
を
縮
み
込
ま
せ
た
。

Ｆ
「
は
い
っ
、
質
問
で
す
！
」

姫
路
「
あ
、
は
い
っ
。
な
ん
で
す
か
？
」

Ｆ
「
何
で
こ
こ
に
い
る
ん
で
す
か
？
」

傍
か
ら
見
れ
ば
失
礼
な
質
問
だ
が
、
ほ
ぼ
全
員
が
そ
う
思
っ
て
い
た
事
だ
っ
た
。

彼
女
は
容
姿
も
人
目
を
引
く
程
で
、
１
年
次
の
テ
ス
ト
で
は
１
ケ
タ
の
順
位
に

必
ず
名
を
連
ね
て
い
る
学
力
の
持
ち
主
で
も
あ
る
。

当
然
こ
ん
な
場
所
に
来
る
べ
き
人
間
で
は
な
く
、

最
高
設
備
で
あ
る
Ａ
ク
ラ
ス
に
入
っ
て
い
る
物
と
誰
も
が
思
う
事
。
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だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
質
問
は
あ
る
意
味
必
然
な
も
の
だ
っ
た
。

姫
路
「
そ
、
そ
の
…
…
振
り
分
け
試
験
の
最
中
、
高
熱
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し

て
…
…
」

Ａ
か
ら
Ｆ
ま
で
の
ク
ラ
ス
分
け
は
、
学
年
末
に
行
わ
れ
る
振
り
分
け
試
験
で
決

ま
る
。

そ
の
試
験
は
難
し
い
と
い
う
評
判
だ
が
、
途
中
退
席
は
０
点
扱
い
に
さ
れ
る
と

い
う
厳
し
い
テ
ス
ト
で
あ
る
。

Ｆ
「
そ
う
い
え
ば
、
俺
も
熱
（
の
問
題
）
が
出
た
せ
い
で
Ｆ
ク
ラ
ス
に
」

Ｆ
「
あ
あ
、
化
学
だ
ろ
？
　
あ
れ
は
難
し
か
っ
た
な
」

姫
路
の
言
い
分
を
聞
い
て
、
１
人
が
そ
う
言
い
だ
し
た
。

そ
れ
を
皮
切
り
に
ざ
わ
つ
き
始
め
、
次
の
言
い
訳
が
飛
び
交
う
。

Ｆ
「
俺
は
弟
が
事
故
に
遭
っ
た
と
聞
い
て
、
実
力
を
出
し
切
れ
な
く
て
」

Ｆ
「
黙
れ
１
人
っ
子
」

Ｆ
「
前
の
番
、
彼
女
が
寝
か
せ
て
く
れ
な
く
て
」

Ｆ
「
今
年
一
番
の
大
嘘
を
あ
り
が
と
う
」

そ
の
様
子
を
見
て
、
俺
は
一
言
。

拓
斗
「
…
…
想
像
以
上
に
バ
カ
が
多
い
み
た
い
だ
な
」
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そ
れ
を
聞
い
て
、
明
久
は
う
ん
う
ん
と
頷
い
た
。

姫
路
「
で
、
で
は
っ
、
今
年
１
年
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」

姫
路
は
逃
げ
る
よ
う
に
、
雄
二
の
近
く
の
空
い
て
る
席
に
着
い
た
。

彼
女
は
席
に
着
く
や
否
や
、
安
堵
の
息
を
つ
い
て
卓
袱
台
に
突
っ
伏
し
て
し
ま

う
。

雄
二
「
よ
う
姫
路
、
体
調
は
大
丈
夫
か
？
」

姫
路
「
え
ー
っ
と
…
、
あ
な
た
は
…
」

雄
二
「
坂
本
だ
。
坂
本
雄
二
。
宜
し
く
頼
む
」

姫
路
「
あ
、
姫
路
で
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

深
々
頭
を
下
げ
る
姫
路
。

こ
ー
ゆ
ー
ト
コ
か
ら
で
も
彼
女
の
育
ち
の
良
さ
が
伺
え
る
と
い
う
も
の
だ
。

雄
二
「
と
こ
ろ
で
姫
路
。
体
調
の
方
は
も
う
良
い
の
か
？
」

明
久
「
あ
、
そ
れ
は
ぼ
く
も
気
に
な
る
」

明
久
が
気
に
な
り
姫
路
に
声
を
か
け
た

　姫
路
「
あ
、
明
久
君
！
？
」

明
久
の
顔
を
見
て
、
瑞
希
が
驚
い
た
。

雄
二
「
姫
路
、
明
久
が
不
細
工
で
す
ま
ん
」
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姫
路
「
そ
っ
、
そ
ん
な
事
よ
り
、
吉
井
君
は
全
然
不
細
工
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ

？
」

明
久
「
え
？
」

姫
路
「
目
も
パ
ッ
チ
リ
し
て
る
し
、
顔
の
ラ
イ
ン
も
細
く
て
き
れ
い
だ
し
、
そ

の
、
む
し
ろ
…
…
」

雄
二
「
ま
あ
確
か
に
、
悪
く
は
な
い
か
も
な
。
そ
う
い
え
ば
、

　
　
　
俺
の
知
人
に
も
明
久
に
興
味
が
あ
る
奴
が
居
た
気
が
す
る
」

雄
二
の
そ
の
言
葉
で
明
久
は
嬉
し
そ
う
に
、
瑞
希
は
驚
い
て
、

俺
は
ま
さ
か
と
言
っ
た
様
な
表
情
に
。

明
久
「
え
？
　
そ
れ
っ
て
│
│
」

姫
路
「
そ
っ
、
そ
れ
っ
て
一
体
誰
で
す
か
！
？
」

明
久
の
声
を
遮
る
か
の
よ
う
に
、
瑞
希
が
声
を
荒
げ
た
。
そ
れ
も
必
死
そ
う
な

表
情
の
オ
マ
ケ
つ
き
で
。

雄
二
「
確
か
、
久
保
…
…
…
利
光
だ
っ
た
か
？
」

拓
斗
「
や
っ
ぱ
り
か
」

久
保
利
光
　
性
別
（
♂
／
オ
ス
）
　
現
在
Ａ
ク
ラ
ス
所
属

雄
二
「
お
い
明
久
、
さ
め
ざ
め
と
泣
く
な
」
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拓
斗
「
よ
り
に
も
よ
っ
て
男
に
恋
愛
感
情
持
た
れ
て
る
か
も
知
れ
な
い
な
ん
て
、

　
　
　
普
通
は
こ
う
な
る
と
思
う
ぞ
？
」

雄
二
「
…
…
ま
あ
、
確
か
に
な
」

パ
ン
パ
ン
！

福
原
「
は
い
は
い
。
そ
こ
の
人
た
ち
、
静
か
に
」

バ
キ
ィ
ッ
！
　
パ
ラ
パ
ラ
パ
ラ
…
…

福
原
「
し
て
く
だ
さ
い
…
…
ね
？
」

本
人
と
し
て
は
、
軽
く
た
た
い
た
つ
も
り
だ
ろ
う
。

だ
が
、
壊
し
て
し
ま
っ
た
事
は
事
実
の
為
、
少
々
気
ま
ず
そ
う
な
態
度
に
。

福
原
「
え
～
。
代
え
を
持
っ
て
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
は
自
習
を
し
て
い
て
く

だ
さ
い
ね
」

拓
斗
「
ど
ん
だ
け
酷
い
設
備
な
ん
だ
よ
！
？
」

福
原
「
こ
れ
が
Ｆ
ク
ラ
ス
で
す
」

福
原
教
諭
の
台
詞
に
、
何
度
目
か
の
改
め
て
設
備
の
ひ
ど
さ
を
理
解
さ
せ
ら
れ

る
面
々
だ
っ
た
。

明
久
「
う
ん
…
…
ね
え
雄
二
、
ち
ょ
っ
と
良
い
？
」

雄
二
「
あ
？
」
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明
久
は
雄
二
を
伴
い
、
廊
下
へ
。
姫
路
が
怪
訝
そ
う
な
顔
を
し
て
見
送
り
、
俺

に
問
い
か
け
た
。

姫
路
「
吉
井
君
と
坂
本
君
、
ど
う
し
た
ん
で
し
ょ
う
か
？
」

拓
斗
「
何
だ
、
明
久
が
気
に
な
る
の
か
？
」

姫
路
「
え
？
　
い
っ
、
い
え
、
そ
う
い
う
わ
け
で
は
…
…
」

拓
斗
「
ふ
ー
ん
、
じ
ゃ
あ
そ
う
い
う
こ
と
に
し
と
く
よ
」

俺
は
２
人
が
出
て
行
っ
た
廊
下
を
ち
ら
り
と
見
て
、
す
く
っ
と
立
ち
あ
が
る
。

秀
吉
は
俺
を
見
て
。

秀
吉
「
な
ん
じ
ゃ
、
ま
た
お
主
ら
３
人
で
悪
だ
く
み
か
の
？
」

拓
斗
「
さ
あ
な
、
ど
う
だ
ろ
う
な
。
で
も
面
白
い
事
に
な
り
そ
う
だ
な
」

秀
吉
「
や
れ
や
れ
…
…
ま
あ
お
主
ら
ら
し
い
の
う
」

拓
斗
「
だ
け
ど
嫌
い
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
」

秀
吉
「
飽
き
は
し
な
い
の
う
」

互
い
に
笑
い
あ
っ
て
、
俺
は
１
人
気
取
ら
れ
な
い
様
廊
下
へ
。

そ
し
て
ゆ
っ
く
り
と
建
て
付
け
の
悪
い
扉
を
開
い
て
…
…

雄
二
「
つ
ま
り
、
姫
路
の
為
だ
ろ
？
」

明
久
「
そ
う
だ
ね
、
姫
路
さ
ん
に
は
酷
い
環
境
だ
か
ら
、
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改
善
し
て
あ
げ
た
い
っ
て
気
持
ち
は
あ
る
し
心
配
な
ん
だ
」

雄
二
「
優
し
い
所
は
相
変
わ
ら
ず
だ
な
」

拓
斗
「
そ
れ
が
明
久
だ
ろ
。
で
、
何
面
白
そ
う
な
事
話
し
て
る
ん
だ
？
」

俺
は
立
ち
聞
き
を
や
め
、
会
話
に
加
わ
る
。

明
久
「
拓
斗
！
」

拓
斗
「
俺
に
も
一
枚
か
ま
せ
ろ
よ
。
そ
ん
な
面
白
そ
う
な
話
、
俺
が
乗
ら
な
い

訳
な
い
だ
ろ
？

　
　
　
そ
れ
に
明
久
の
頼
み
な
ら
断
る
理
由
が
な
い
か
ら
な
」

明
久
は
そ
れ
を
聞
い
て
感
激
し
、
雄
二
も
不
敵
な
笑
み
を
浮
か
べ
た
。

拓
斗
「
で
、
雄
二
は
な
ん
で
戦
う
ん
だ
？
」

雄
二
「
世
の
中
学
力
こ
そ
が
す
べ
て
じ
ゃ
な
い
っ
て
事
、
そ
の
証
明
が
し
て
み

た
く
て
な
。

　
　
　
っ
て
か
拓
斗
も
物
好
き
だ
な
…
…
っ
と
、
先
生
が
来
た
。
入
る
ぞ
」

拓
斗
「
そ
れ
じ
ゃ
Ｆ
ク
ラ
ス
代
表
の
お
手
並
み
、
拝
見
と
行
こ
う
か
？
」

雄
二
「
あ
あ
、
任
せ
て
お
け
」

俺
と
明
久
は
、
雄
二
に
向
け
て
グ
ッ
と
親
指
を
立
て
た
。

雄
二
も
そ
れ
に
倣
い
、
同
様
に
親
指
を
立
て
る
。

拓
斗
「
そ
れ
よ
り
明
久
、
試
召
戦
争
を
提
案
し
た
か
ら
に
は
お
前
も
頑
張
れ
よ
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？
」

明
久
「
も
ち
ろ
ん
だ
よ
」

翔
一
「
ち
ゃ
ん
と
勉
強
位
教
え
て
や
る
よ
」

明
久
「
お
願
い
す
る
ね
拓
斗
」

雄
二
「
改
め
て
言
う
が
、
お
前
も
物
好
き
だ
な
。
明
久
に
勉
強
を
教
え
る
な
ん

て
」

拓
斗
「
ま
あ
コ
レ
く
ら
い
な
ん
と
も
な
い
な
。

　
　
　
そ
れ
に
明
久
に
は
食
事
面
で
世
話
に
な
っ
て
る
か
ら
な
」

雄
二
「
そ
う
か
」

そ
し
て
俺
達
が
教
室
の
中
に
戻
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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